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お気軽にご相談ください ご相談の内容を確認し、担当教員とのマッチングを行います。

東北工業大学の研究者の研究シーズを分野ご
とに取りまとめております。研究シーズ集が有効
に活用されることにより、今後の産業界に有益な
技術相談や共同研究に繋がることを心より期待
しております。

なお、研究シーズのご相談については、研究支
援センターまでご連絡ください。

産学連携のかたち

企業等と本学教員が共通の課題について共同して研究を行う
ことにより、優れた研究成果を上げることを目的としています

共 同 研 究

企業等から委託された課題について本学教員が研究を実施
し、その研究成果を報告することにより、開発に協力します

受 託 研 究

企業等から学術研究の奨励や教育の充実等を目的とする
寄附金を受け入れています

奨学寄附金

QRコードを読み込んで
研究シーズをチェック！
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環境計測にもとづく
室内環境評価に関する研究

大石 洋之 OISHI Hiroshi

准教授、博士（工学）

建築学部 建築学科　建築環境工学、建築設備、環境心理行動学

駅舎空間における天井フィン冷房システムの温熱環境特性　（第 1報）模擬駅舎での評価実験概要および夏季温熱環境の測定結果
令和元年度空気調和・衛生工学会大会（札幌）学術講演論文，2019 年 9月　※口頭発表
九州地方に立地する冷房牛舎の温熱環境に関する研究　（第 2報）冷房牛舎における測定結果の2か年比較
発表誌 2：　令和６年度空気調和・衛生工学会大会（佐賀）学術講演論文，2024 年 9月　※口頭発表

執筆論文

　過去には、鉄道駅コンコース、設備組み立て工場、牛舎と
いった生産施設に加えて、住宅、文庫蔵、ユニットハウスと
いった生活空間を対象として、室内温熱環境の計測を実施
してきました。いずれも、室内空間における暑さ対策のため
や、現状の室内温熱環境の評価や検証として行っています。
　本研究室の温熱環境測定の特徴として、建物各部位の熱
的性能が低い建築材料によって構成されている建物を対象
としており、これらは夏季に室内温熱環境の悪化が生じや
すい対象となっています。昨今、夏季の猛暑が常態化してい
ることを踏まえると、それらの空間は人々の利用環境として
改善の必要性が高いと言えます。夏季に屋外よりも室内空
間の方が暑くなることを防ぎ、環境の設計技術によって利用
者を熱中症の危険に曝さない温熱環境を構築することが研
究の目標です。

研究内容

　これまでに、各種の建築空間を対象として温熱環境の実
測調査を行ってきたことから、室内温熱環境に課題をお持
ちの方と、研究面での連携を行いたいと考えています。
　具体的には、現状温熱環境の把握のための実測調査、温
熱環境改善のための技術検討（熱環境シミュレーションを
用いた対策効果の予測）、温熱環境改善対策実施後の効果
測定（改善効果検証のための実測調査）といった内容につい
て、研究室として技術提供が可能です。
　温熱環境の改善については、暑さの原因に応じた適切な
対策が必要となりますが、併せて冷房システムも重要な位置
づけを有しています。
　　　　　　　　

地域・産学連携の可能性

温熱環境、実測調査、暑さ対策、暑熱対策、温熱環境シミュレーション、天井冷房システムKeyWord
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このテーマに関連する
プロジェクト研究所

環境建築研究所、プレアデザイン研究所

このテーマに関連する
東北SDGｓ研究実践拠点

気候危機・対策技術研究拠点 このテーマに関連するSDGs開発目標

環境建築研究所 https://www.rc-center.tohtech.ac.jp/department/project/lab/lab_18.html
プレアデザイン研究所 https://www.rc-center.tohtech.ac.jp/department/project/lab/lab_02.html
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「コトのデザイン」による
地域の課題解決に関する研究

坂川 侑希 SAKAGAWA Yuki

講師、修士（デザイン学）

ライフデザイン学部 産業デザイン学科　ローカルデザイン、デザイン教育

東北地方における共創型ローカルデザイナーの育成に関する研究

（東北工業大学地域連携センター・研究支援センター紀要 EOS, 2025）

執筆論文

ローカルデザイン、デザイン教育、地域連携、産官学連携、地域資源、地方創生KeyWord

http://www.sakagawa-lab.com/URL

研究内容

このテーマに関連するプロジェクト研究所

このテーマに関連する東北SDGｓ研究実践拠点

東北のデザインとアート研究所

地域・地場産業振興研究拠点

このテーマに関連するSDGs開発目標

　これまでに、①宮城県丸森町の養蚕農家と連携した「養蚕を文化として
継承するプロジェクト」（2022年～2024年）、②商店街の魅力や「らしさ」を
映像で発信するプロジェクト（2024年～）、③仙台市若林区の染工場と連
携した「染め物の特徴を活かした商品開発」（2024年～）など、様々な地域・
産学連携に取り組んできた。これらのプロジェクトは正規授業の一環として
学生が主体的に参画しており、連携そのものが地域と接続された実践的な
デザイン教育の場であると捉えることができる。学生は地域と向き合うこと
で実践的知見を深め、自治体や企業にとっては、魅力・価値の発信を発信
するきっかけにも繋がると考えている。これまでのプロジェクト立案・運営の
経験を基に、今後も自治体や地元企業と連携体制を構築し、未来の東北を
描くことに寄与したい。

地域・産学連携の可能性

　近年、国内では「デザイン」による地方創生や地域活性化に関わる活動
が増えており、デザインを通して地域の価値を高める人材として「共創型
ローカルデザイナー（経済産業省, 2020）」という人材像が定義されるなど、
地域とデザインの関係性は深まりつつある。本研究では、こうした社会背景
を踏まえ、東北の創生に貢献し得る、地域に根ざした次世代のデザイン人
材を育成することを目的に、その育成方法や、地域をフィールドにした教育
の場作り、学生を中心とした地域連携モデルの構築等について、実践と考
察を重ねている。また、これまでに立案・設計したプロジェクトや授業では、
自治体、企業、伝統工芸、商店街、高等学校など、多様なステークホルダー
との協働体制を構築しており、デザインのチカラを活かした、産官学連携の
新たな在り方の探求にも取り組んでいる。 丸森町の養蚕農家見学

商店街での撮影の様子

染め物の特徴を活かした商品開発
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